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１ 概要について （文部科学省資料から）

（１）部活動の地域移行について 令和４年度総合教育会議 資料１
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１ 概要について （文部科学省資料から）



２ 部活動の地域移行に向けた取組について （盛岡市教育委員会）

（２） 部活動指導員の配置状況と活動例について

部活動指導員とは
【学校教育法施行規則第七十八条の二】

・部活動指導員は、中学校におけるスポーツ、文化、
科学等に関する教育活動（中学校の教育課程として
行われるものを除く）に係る技術的な指導に従事する。

・校長の監督を受け、部活動の技術指導や大会への
引率等を行うことを職務とする。

令和４年度は、６校に６名を配置した
(1)下小路中学校（陸上部）
(2)厨川中学校 （サッカー部）
(3)河南中学校 （女子ソフトテニス部）
(4)仙北中学校 （男子バトミントン部）
(5)土淵中学校 （音楽（合唱）部）
(6)巻堀中学校 （女子バレーボール部）
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（１） 外部指導者の導入状況について

外部指導者とは

・学校の部活動等の指導およびその補助のために、
学校から依頼を受け、顧問の教諭等と連携・協力し
ながらコーチ等として技術的な指導を行う。
・少子化に伴う教員数の減少や専門的な指導を行う

ことができる運動部活動等の指導者不足を補い、運
動部活動における外部指導者の充実を図る。

令和４年度は、各校において運動部に21校170名、文化部に５校５名を依頼した
【運動部】
[男子] 軟式野球部、サッカー部、卓球部など、11種目において67名
[女子] ソフトテニス部、バスケットボール部、バレーボール部など、８種目において71名
[男女共通] 柔道部、剣道部、ハンドボール部など、８種目において32名
【文化部】
吹奏楽部 ４名
囲碁将棋部 １名

（３） 部活動指導員配置による効果

□より専門的な指導が行われる
□生徒の意欲が高まり、技術力が向上する

□専門的な知識を有する指導者から、スポーツ医・科学の観点を踏まえた指導を受けること
ができる
□部活動の指導経験のない教員の負担軽減が図られる

□顧問教員の時間外在校等時間の削減が図られる

【活動例】

○休日の大会やコンクールに、部活動指
導員が顧問として、単独で引率・監督業務
を行う。

○平日や休日の部活動の時間に、顧問と
して、単独で指導を行う。

○顧問として月ごとの練習計画等を作成
し、保護者に配布する。

盛岡市では、かなり以前から各校の必要性に応じて、外部指導者を学校独自に依頼している

盛岡市においては、令和元年度から「盛岡市立中学校における部
活動指導員の配置事業」として実施している
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